
向.

剛
γ

大
正
凶
年
六
回
喝
ニ
J
1
t
u
第
一
一
週
笥
低
血

waw
〔

M
W
唱
一
岡
一
回
a
R
骨
》

曾苧添字経亭え圏帝都京

3的
，，' 
v 舟見

4・・吐

春田寸十二欝

辛子署艶回ーー月四昼匡三三l'目白書

第回調

'.'1 
n 

白，..-，..

続

穂

峨

、争、ペ

印 fバ産業プ 海軍本日 聖建叫書 i. 1，築部具古
度ン/レ Jレ代

の タミグ 制のての1・の豆 fの
雨 レ'しン 限支封 出先 晩論 港
雑才て氏誰に 時リ概主潰事 論
三のの 型策空政 一'一ざ材、諸 ヤ

録義主祉施る 論 i念: 聾
6t3M，L31t ジ
串7/(主，圃 4F
幕質義 の | 
礎誌が華民 ン
概- ・ ズ・
念

教授 取扱 授教 教控 教授 教授H北師持 授教 教授

法( 純綿休法 t告 虫: 組帝文 法 文
皐' iYIf i舛刷，. 用 串 串 冊闇串 'J! 皐

れF 早明博 博 博 阜大 ~，' 博 怖

'"' ←/. ./二 j. ./: 一r:.'l1:士 * 一・，も -ー

財 松平田 末矢 堀米市ltー

昔日 岡田島 贋野 田戸浦
Ei: 

古事 孝憲錦 重仁 主主 太正周

. ?台 兄夫治 古住 'J之耳目 立佳~i'・

調

h 吋匂・h ー ι ←》一.-....

九

。，a 
叫



そ
は
「
森
林
の
仕
立
・
手
入
及
利
用
を
目
的
E
す
る
計
査
的
活
動
」
(
エ

y
ド
レ
旦
吋

E
餅
ゼ
ら
れ

τぬ
る
が
、
こ
的
意
義
に
於
り
る
林
業
仁
あ
っ
て
は
、
そ
の
目
的
ご
す
る
森
林
の
利
用
は
.
必
宇
し

も
経
務
的
利
益
的
牧
符
仁
止
ま
ら
?
、
初
〈
も
森
林
が
五
円
人
人
類
に
賦
興
す
る
何
等
か
の
純
矧
の
踊
一
服
利
益
の
享

受
を
目
的
ご
す
れ
ば
足
b
・
従
っ
て
そ
の
計
主
的
活
動
が
外
脚
上
回
早
に
森
林
の
仕
立
u
A
手
入
に
闘
す
る
行
錫
ゐ
る

に
止
ま
っ
て
何
等
林
産
物
を
得
す
る
の
行
潟
が
無
い
場
合
に
於
て
も
、
林
業
ゐ

b
ご
す
る
を
妨
げ
な
い
。
従
っ

て
叉
、
こ
の
意
義
に
於
り
る
義
体
の
利
用
は
、
森
林
が
五
円
人
人
制
に
市
民
ふ
る
繍
艦
利
盆
パ
リ
有
形
物
な

ωご
否
ご
に

よ
っ

τ、
布
形
的
利
用
、
無
形
的
利
用
品
り
二
つ
に
分
た
れ
る
o

森
林
の
有
形
的
利
用
ご
は
、
森
林
を
生
産
手
段

t

し
て
有
形
物
た
る
経
済
則
(
木
材
其
他
の
林
産
物
)
を
採
取
乃
至
産
出
す
る
こ
ど
に
よ
っ
て
経
済
的
利
盆
を
股
得
す

ιを
謂
ひ
、
森
林
の
無
形
的
利
用
と
は
、
議
林
の
輿
ふ
る
各
組
の
無
形
的
殺
能
.
例
へ
ば
森
林
の
存
在
が
闘
士
を

保
安

L
、
水
訴
す
踊
養

L
、
農
業
を
保
護

L
、
気
候
を
調
和

L
、
風
致
を
添
へ
る
等
の
諸
殺
能
を
享
受
す
る
の
謂

で
あ
る
。
も
ご
よ

b
森
林
の
有
形
的
利
用
己
無
形
的
利
用
ご
は
、
原
則
己

L
℃
は
、
何
等
相
容
れ
ダ
る
性
質
の
も

の
で
は
な
い
の
は
勿
論
、
特
殊
例
外
的
山
場
合
(
例
へ
ば
闘
士
保
安
共
他
川
関
係
上
.
森
林
訟
に
謂
は
ゆ
る
保
安

結

苑

産

業

と

し

て

の

林

業

町

本

質

七

一

一

九

産
業
ZEE-)
て
の
林
業
の
本
質

汎
〈
林
業
ご

ν
ふ
ご
き
は
・

日
出
二
十
問
巷

平

田

第
四
蹴 語;

夫
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説

品
業
と
し
て
の
#
鶏
由
本
質

第
二
十
四
巻

第
四
韓

四

七
四

O

苑

林
に
編
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
様
な
場
合
)
ヤ
除

ντ
は
、
合
理
的
伝
林
業
経
替
に
よ
る
森
林
の
引
形
的
利
用
は
、

同
時
に
ぞ
の
畑
山
形
的
数
能
を
h
充
分
に
俊
伴
ゼ
し
め
得
る
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
ゐ
る
。

L
か
し
な
が
ら
之
れ

ご
同
時
に
、
現
貨
の
林
業
経
俸
に
就
い
て
み
る
己
主
は
、
そ
の
綴
替
の
目
的
に
る
、
必
守
[
も
森
林
の
有
形
的
利

用
ご
無
形
的
利
用
己
岡
山
吋
到
達

'r期
す
る
ど

γ
ふ
様
な
b
の
の
み
で
は
無
い
ど
こ
ろ
か
、
専
ら
森
林
の
有
形
的

利
則
を
門
的
ご

L
て
、
去
の
純
一
形
的
殺
飽
の
が
在
す
ら
意
識
し
な
い
純
倍
利
主
義
山
一
立
ち
場
か
ら
縦
借
さ
る
る
こ

ご
が
多
〈
、
其
の
結
果
、
岡
家
は
、
公
共

ω桶
一
肱
上
、
其
の
経
岨
百
方
法
に
劃
し
、
或
る
程
度

ω制
限
を
加
ふ
る
を

要
す
る
に
至
る
が
如
き
場
合
も
稀
れ
で

U
無
い
ご
共
に
、
他
方
、
赤
林
の
無
形
的
利
用
を
主
た
る
目
的
ご
し
其
の

有
形
的
利
用
は
反
っ
て
副
た
る
場
合
、
叉
は
専
ら
森
林

ω無
形
的
利
用
を
目
的
ご

L
・
ぞ
の
有
形
的
利
用
は
ニ
ビ

さ
ら
に
は
之
れ
を
目
的
ご
し
な
い
械
な
場
合
も
砂
〈
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ

τ、
汎
〈
林
業
古
い
ふ
場
合
に
は
、

そ
の
巾
に
は
、
そ
の
主
目
的
的
如
何
か
色
判
断
し

τ必
子
し
も
産
業
た
る
性
質
を
有
し
て
ゐ
な
い
も
の
が
其
の
一

宇
を
占
め

τ居
品
。
-
』
の
鮎
は
、
林
業
が
他
山
町
議
産
業
的
経
修
正
先
づ
以
て
も
が
ふ
正
司
)
ゐ
で
ゐ
品
。
ニ
ヨ
」
に
於

τか
、
汎
〈
林
業
己
い
ふ
概
念
の
外
に
、
真
に
共
の
一
部
ご
し
て
存
す
る
「
産
業
正
し
て
の
林
業
」
的
意
義
を
明
が

に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

産
業
正
し
て
の
林
業
ご
は
、
林
産
物
の
産
出
乃
至
採
取
に
よ
る
経
済
的
利
盆

ω収
得
を
目
的
ご
す
る
計
壷
的
活

動
を
諦
・
ょ
。
ニ
、
仁
林
克
物
と
は
汎
(
森
林
の
産
す
る
各
日
刊
経
憐
財

ω榔
稽
で
ゐ
・
0
・
n
f
も

τ主
産
物
、
副
産
物

ピ
す
る
。
而

L
て
、
主
産
物
-
己
は
生
産
行
錯
の
主
た
る
目
的
物
を
詞
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
は
林
業
の
行
は
る
、

.‘-

'. . 



時
代
に
よ
与
、
地
方
に
よ
り
、
叉
、
終
管
省
の
目
的
如
何
に
よ
っ
て
、
必
宇

L
も
間
半
一
で
は
な
い
が
・
現
時
の
林

業
は
概
ね
諸
柿
の
木
材
ev
主
産
物
ご
し

τ居
る
o

叉
、
林
産
物

ω産
出
ぜ
採
取
さ
は
‘
其
の
綴
此
百

ω性
質
如
何
に

よ
っ
て
は
併
せ
行
は
れ
な
い
こ
ご
も
ゐ
る
が
、
産
業
正
し
て
の
林
業
内
概
念
上
必
宇
し
も
其

ω
常
に
併
せ
行
は
る

る
こ
ピ
を
必
要
ご

L
な
h
u
Q

例
へ
ば
、
森
林

ω生
成
は
之
れ
を
み
ム
〈
自
然
的
働
き
に
委
ね
‘
抑
制
替
者
は
鼠
・
に
、
か

の
森
林

ωお
の
づ
か
ら
治
句
出

L
た
林
産
物
を
計
責
的
に
採
取
す
る
に
止
ま
る
が
如
き
場
合
叉
は
之
に
反
し
、

艇
盛
者
は
森
林
の
仕
立
、
手
入
等
的
行
潟
を
な
し
、
庫
川
せ
ら
れ
た
る
林
産
物
を
採
取
す
る
こ
ご
は
之
を
他
に
委

ぬ
る
場
合
に
も
、
等
し
〈
産
業
正
し
て
の
林
業
あ
り
ご
一
五
ム
ニ
ピ
ル
ι

妨
げ
な
い
。
た
uv

其

ω
嫌
述
的
順
序
よ
り
一
五

ふ

t
‘
き
は
、
産
業
正

L
て

ω林
業
日
、
そ

ω
最
低
皮

ω
も
の
に
ゐ
つ
て
は
、
明
早
純
な
「
採
取
」
に
一
歩
を
進
め
た
る

所
謂
採
取
的
林
業
で
あ
る
が
、
漸
〈
後
迭
し
て
、
か
内
池
杯
に
始
ま
っ
て
股
穫
り
搬
出
蕗
分
に
岬
粧
品
育
成
的
械
業

ご
な
る
。
而
し
て
現
時
に
於
L
は
、
こ

ω悶
柿
的
林
業
が
未
に
悦
び
行
は
れ
1
居
b
・
B
つ
云
ム
ま
で
も
な
f
幾

多
中
間
的
制
制
則
的
も

ω
も
ぶ
在

L
て
居
る
。

向
産
業
ざ
し

τの
林
業
は
・
共

ω性
質
上
、
向
調
原
始
生
産
業
に
踊
L
、
叉
成
義

ω農
業
中

ω
一
部
制
聞
を
な
し

τ活
品
。
而

Lτ
育
成
的
林
業
が
肢
議
山
農
業
仁
一
周
す
る
こ
ピ
は
疑
ひ
を
成
れ
な
い
が
、
採
取
的
林
業
、
殊
に
そ

の
純
粋
な
る
も
の
に
歪
つ

τは
，
そ
の
生
産
業
ご
し
て
の
性
質
は
、
阪
で
に
存
在
せ
る
貨
物
を
計
輩
的
に
採
取
す

る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
普
通

ω
農
業
、
削
も
由
民
訓
・
牧
者
等
よ
り
も
輸
事
ゐ
探
鉱
業
・
和
付
制
蝋
業
、
漁
醐
蝋
業
正

岡
列
仁
置
か
る
べ
き
性
質
川
り
も
の
で
ゐ
っ
て
、
共
的
級
持
上

ω
性
質
も
亦
至
っ
て
開
早
純
で
め
る
。
よ
っ
て
本
論
で

は
主
古
し
て
育
成
的
林
業
じ
っ

ντ
考
察

t
、
採
取
的
林
業
仁
付
レ

τは
、
只
川
剛
係
ゐ
る
場
合
に
於
て
之
れ
仁
鰯

誼

苑

節
二
十
四
笹

第
四
膿

五

由
業
と

L
て
の
林
業
山
本
質

七
回

.‘・

"・
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昨
業
と
し
て
の
林
業
の
本
質

品
-
一
寸
凹
お

山

外
側
肱

ノ、

る
、
こ
J
E
.
ζ
f
e

。。

一
般
仁
林
業

ω純
縫
に
際

L
て
は
、

さ
き
じ
述
べ
た
絞
に
、

そ

ω
岬
帆
此
制
的
調
象
に
る
森
林

ωお
付
花
号

ω
も

ー、4p 

の
が
阪
で
じ
幾
多
的
無
形
的
政
能
を
山
県
へ
る
ピ
ド
ム
恥
か
ら

Lτ
、
そ
れ
が
一
つ

ω獅
立
せ
る
曹
産
業

t
L
τ
経
営

さ
れ
る
場
合
乙
い
へ
い
と
も
、

北
お
締
結
上
、

か
の
将
利
主
義
附
品
川
以
外
科
々
の
非
経
済
的
動
機
的
入
力
来
る
を
苑

現
貨
に
純
笹
さ
れ
る
産
業
記

L
'
r
e
J
o
 

t
-
-

し
か
し
乍
ら

こ
こ
に
考
察
し
ゃ
う
記
す
る
「
産
業
ピ

Lτ
の
林
業
」
は
、

J

i

u

E

J

h

 

一
d
u
'
S即
貼
F
1
b
q

か
、
る
総
工
山
非
純
秘
的
闘
子
を
抽
出
し
去
っ
た
も
山
り
で
あ
っ
て
、

~rJ 
も

し
て
の
林
業
炉
ら
、

経
済
的
将
勝
目
館
正
[
τ
存
立
す
る
ピ
こ
ろ
の
獅
立
せ
る
生
床
研
言

L
て
山
林
業
を
考
袋
詰
象
ご
す
る
G

1

2
、
L

る
A
-
正
〉
主
両

k
業
技
術

uef基
礎
正
せ
る
一
つ

林
業
合
調
立

ω生
産
業
ピ

L
て
児
る
ご

3
、
ぞ
れ
b
E
4
0
ヰ
元

υ
f
r
e
オ
主
主

内
茶
話
縦
四
H
で
あ
る
こ
正
は
、
他

ω
品
川
庇
技
生
産
業
山
場
合
長
な
る
ご

JIJ…い
f
u
パリ

マ
ヒ
五
ふ
M
M
笹

ω存
立
す
る
所
以

ω悲
槌
は
、
炉
、
る
判
定
山
山
一
技
術
FH
潟
に
必
す
る

O
L
力

[

7

1

k

E

l

i

阿日

h

p

f

以
ハ
ノ
も
は
、
そ
の
生
産
J

詩
的
目
的
物
た
る

を
進
出
て
、
炉
、
る
特
定
り
技
術
行
潟

ω泊
用
主
将
要
己
す
る
由
叩

五
陶
の
性
質
で
あ
り
、
而
し

τ現
時
の
林
業
に
あ
っ
主
主
産
物
」
せ
ら
る
、
も
の
は
木
村
に
外
な
ら
心
か
ら
、

;
抜
に
ト
附
言
し
て
の
林
業

ω特
性
一
を
考
一
昨
日
し
ゃ
う
ご
;
に
蛍
つ
て
は
、
湖
っ
て
先
づ
木
材
め
性
質
的
考
i
j

に
始
め
る
を
通
営
ご
す
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
木
村
山
性
質
ご
は
一
五
つ

τも
・
そ
が
質
料
的
性
質
そ
り
も
の
、
明

ji--植物卒、
氷
山
林
利
用
準
、
木
材
一
工
撃
等

ω日
的
正
す
る
乙
こ
ろ
で
あ
ウ

τ‘
も
正
よ
h
本
論
吋
目
的
正

す
る
正
く
ん
で
は
鉱
山
L
o

本
論
に
於
て
は
、
た

v
新
か
る
資
料
的
性
質
が
、

一
方
に
於

τは
木
村

ω
経
憐
則
正

L

ゐ、.

'" 



て

ω性
質
の
、
叉
他
方
に
於

τは
之
れ
を
生
産
す
る
技
術
の
性
質
の
校
底
を
な

L
I
居
る
限
v

り
に
於
て
之
れ
を
考

察
す
る
。

る
。
此
り
峨
な
製
紙
瓜
料
比
人
4
4
制
総
原
料
ご
仁
て
の
用
途
を
除
い
て
は
、
木
材
は
多
(
は
北

(ω
大
な
る
府
神
話
め

ま
、
で
、
或
は
其
川
町
有
す
る
諸
物
理
的
性
質
、
就
中
そ

ω
力
に
闘
す
る
語
性
質
及
そ
の
保
存
性
に
基
い
て
利
用
き

れ
る
が
(
刈
材
)
、
又
は
其
り
燃
カ
t

基
い
て
、
軍
な
る
加
熱

H
的
仁
利
則
さ
れ
る
仁
過
ぎ
な
レ
(
薪
ι郡
山
相
)
。
而
も

前
者

ω内
ω肢
も
主
要
ム
用
途
で
あ
る
ど
こ
ん
的
建
柴
川
仁
つ

ν
て
は
、

11H
か
ら
石
材
、
仙
相
克
の
伐
な
、
ま
た
近

時
仁
於
ー
は
儲
U

刊
司
コ
ン
P
9
1
ト
の
械
な
競
守
口
m
乃
至
代
川
口
問

ω存
在
す
る
も
の
が
ゐ
っ
て
、
建
築
用
材
正

L

U

同

施

同
業
止
し
て
の
林
識
の
本
質

第
二

I
制
寄

七
ド~l

拡
伊
川
批

七

現
時
、
木
材
b
d
共
的
用
途
に
従
っ
て
分
つ
ご
き
は

用
材
(
製
紙
原
料
ピ
人
地
一
紺
総
の
原
料
子
炉
一
合
む
)
及
薪
炭

材
古
な
る
の
で
山
る
が
、
ひ
ご

L
〈
土
地
生
産
業
で
は
あ
っ
て
も
他

ω
一
般
農
業
に
あ
っ
て
は
、
非
干
の
特
殊
工

義
刈
農
産
物
、
略
目
好
品
川
農
産
物
を
除
レ
て
は
、
主
主
[

C
、
人
間
及
動
物
内
柴
養
に
庇
技
消
費
せ
ら
れ
る
諸
物

質
、
郎
も
澱
粉
・
砂
糖
蛍
白
即
時
、
脂
肪
、
肉
料
削
卸
守
山
食
料
品
を
生
産
す
る
か
、
手
も
な
く
ば
、
綿
花
、
絹
品
川
、

羊
毛
、
市
鵬
等
の
如
、
主
主
要
被
服
材
料
を
生
産
す
る
の
に
反

L
、
林
業

ω主
産
物
た
る
木
材
に
あ
っ
て
は
、
英
の
構

成
物
質
は
、
繊
維
素
及
そ
の
化
成
物
質
で
あ
っ

τ、
そ
の
繊
維
素
に
分
解

L
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に

L
て
も
、
被

服
材
料
ご

Lτ
は
、
返
附
漸
〈
品
刊
興
[
て
来
た
人
込
一
紛
紛
り
原
料
ご
[
て
の
外
は
殆
ど
周
ひ
ら
れ
十
、
而
も
そ
れ

も
現
在
の
ご
こ
ろ
は
未
ピ
主
要
被
服
材
料
ご
は
云
ふ
-
て
己
が
で
さ
な
い
。
叉
製
紙
原
料
ご
し

τω
別
途
は
、
近
時

文
化
り
急
激
な
盛
脱
に
仲
ふ
1
年
々
激
増
し
っ
、
は
ゐ
る
が
、
ど
の
杭
な
抑
制
削
凶
木
材
も
悉
〈
利
用
苫
れ
る
に
は

か
の
材
質
軟
〈
樹
脂
少
な
い
樹
稲
(
成
る
柿
的
針
葉
樹
)
が
主
正
し
て
周
ひ
ら
れ
て
府

至
ら
な

f
て
、
現
時
は
、

. .. 
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苑

産
業
と
し
て
白
休
業
白
本
質

第
二
十
四
谷

ヒ
凶
岨

第
同
焼

ノ丸

τω
木
材

ω要
出
向
ef
相
判
的
な
ら
し
め
、
従
り

τ又
そ
の
伺
格
川
り

Hm上
を
牽
制
す
る
倒
、
ぎ
を
む
し
て
居
る
。
薪
炭

材
ご
し

τの
別
途
に
つ
い
て
も
、
そ
内
燃
地
に
よ
っ
て
殺
生
す
る
熱
量
は
、
問
符
刊
川
、
同
重
量
的
石
炭
又
は
石
油

等

ω毛
れ
に
比
し
て
著
し
〈
劣
る
ω

従
つ

τ、
返
世
、
石
』
特
訓
石
油
等

ω燃
料
り
品
目
見
、
元
期
帰
山
匁
的
肱
川
等
に
伴

ひ
、
木
材
は
燃
料
正
し
て
は
殆
ど
全
〈
γ
一
業
界
よ
り
作
品
的
影
セ
治
す
に
至
っ
た
ば
か
り
で
な
〈
、
日
常
家
庭
的
混

熱
川
ご
し
て
も
・
北
九

ω需
要
は
著
し
〈
狭
や
ら
る
、
に
至
っ
た
G

た
い
一
般
に
経
滅
的
文
化
り
比
較
的
低
い
国

々
、
若
(
は
我
凶
り
政
な
特
殊
闘
に
於
て
の
み
、

A
T
も
山
川
新
炭
U
判
的
多
量
的
消
費
を
な

L
つ
?
の
る
次
第
で
ゐ

広
u
w
p新

〈
の
知
〈
経
済
財

E
Lて
め
木
材
山
性
質
が
.
主
要
鹿
雌
物
り
同
制
な
第
一
次
的

ω一
生
活
必
需
品
で
な
い
-
-

ζ

、
ま
た
、
能
率
的
低
レ
薪
炭
材

Z
L
て
は
勿
論
、
一
般
用
材
ピ

L
τ
も
、
共
的
利
用
方
法
が
概
ね
附
純
で
ゐ

ら
、
従
つ

τ叉
、
他

ω産
業

ω生
一
作
物
山
中
に
布
力
な
る
競
争
日
開
乃
宝
代
用
品
仰
心
存
在
す
る
こ
芭
は
、
近
時
工
業
的

畿
述
正
人
口

ω増
加
ど
に
よ
っ
て
一
般
用
材
に
訓
到
す
る
需
要

ω
絶
針
量
は
著
し
い
増
加
を
示
し
つ
?
の
る
が
、
相

調
的
仁
は
・
木
材
に
謝
す
る
需
要
的
度
を
制
限
l
.
或
は
そ
的
援
助
を
鈍
が
ら

L
U
る
働
き
を
な
(
て
ゐ
る
o
而

L
U
、
木
材
に
謝
す
る
こ
の
依
な
需
要
側
企
支
配
可
る
諸
原
闘
は
、
更
に
共
の
供
給
仰
を
支
配
す
る
4

柏
原
因
ご
相

侠
っ
て
所
視
総
務
上
山
需
給
の
法
則
に
随
ひ
木
材
山
伺
絡
的
決
定
、
」
北
(
の
後
動
ピ
h
T
支
配

L
、
こ
の
粘
か
ら
、
林

業
内
総
腕
上
の
地
位
土
決
定
す
る
市
川
凶

ω
一
宇
を
な
し

τ肘
る
が
首
ニ
れ
等
り
考
察
は
他
日
に
説
・
り
、
ご
も
か
〈

も
木
材
は
、
現
川
工
業
品
又

μ
農
産
物
に
比
[
、
一
般
に
共

ω
府朴政

ω削
合
に
倒
椛
低
廉
で
ゐ
る
ご
共
に
、
其
の

償
給
の
遡
動
も
通
例
一
」
れ
い
等
内
生
産
物
の
如
〈
に
は
激

L
〈
は
純
一

ν
。

ー、

， ， 



次
に
木
材
は
.
斯
く
の
如
〈
、
経
憐
上
に
所
説
大
量
貨
物
で
ゐ
る
か
ら
‘
運
搬
に
不
便
で
め
h
・
従
っ
て
取
引

を
困
難
な
4
し
め
る
o

殊
に
薪
炭
材
の
需
要
は
、
を
的
価
問
格
関
係
正
相
侠
っ
て
、
外
〈
は
地
方
的
市
場
に
よ
円
二
L

充
た
さ
る
、

ω
み
で
、
同
際
的
分
業
仁
よ
勺
て
供
給
さ
る
、
が
如
き
こ
ご
は
殆
ど
無
レ
。
従
っ
て
メ
相
隔
た
る
こ

*
 

ご

ω遠
〈
な

ν
諸
地
点
に
於
て
も
川
村
阿
倒

ω著
し
き
相
迭
を
生
十
る
の
で
ゐ
る
仁
元
来
、
林
業
に
あ
り
て
も
、
他
的

土
地
生
産
業
の
場
合
己
同
球
、
事
業
の
集
約
皮
は
、
主

E
L
て
後
過
す
る
椋
な
生
産
地
の
自
然
的
生
産
諸
伐
件
的

性別
H
Z
生
産
地
に
於
付
る
生
産
物
的
関
桁
山
大
小
如
何
に
よ
る
も
の
で
れ
る
が
、
就
中
、
後
者
は
.
消
費
地
に
於

1
支
抑
い
い
れ
る
倒
椛
平
生
産
地
よ
yo
消
位
地
に
主
る
ま
で
の
運
搬
政
正
に
関
係
す
る
か
ら
・
林
業
的
伎
な
・
そ
の

生
産
物
の
運
搬
が
困
難
で
ゐ
っ
て
、
従
っ
て
忍
制
酬
の
運
繊
向
貨
を
袈
4
る
も
の
に
ゐ
h
f
L

は
、
生
産
地
仁
於
は
る
生

産
物
の
倒
格
に
及
ぼ
す
運
搬
投
り
影
響
は
著
[
〈
、
従
っ
て
又
、
生
庫
地
ご
消
費
地
ご
の
岡
山
距
雌
の
大
小
が
事

業
的
集
約
皮
に
及
ぼ
寸
影
響
h
亦
著
し
い
u
。
而
[
て
事
業
の
集
約
度
如
何
は
、
直
に
、
こ
れ
に
肱
じ
柁
ぞ
れ
凶
ぞ
れ

の
粧
品
V
形
態
を
生
か
も
の
で
あ
る
か
ら
、
木
材
が
所
前
純
蹴
胴
上

ω大
飲
食
物
た
る
こ
ど
は
、
休
業
に
多
間
多
伎
の

都*

酬
料
館
官
形
態
を
存
在
せ
し
む
る
原
因

ω
一
っ
さ
な
る

ω
で
ゐ
る
c

林
業
的
主
貨
物
柁
る
木
材
の
質
料
的
性
質
は
、

i
I
越
山
り
如
〈
、
木
材
の
綴
済
肝

mzLτ
の
性
質
L

管
制
約

L
、
従

内
J

て-』

ω拙
か
ら

L
て
、
産
業

E
L
て
の
林
業
的
問
腕
済
上
の
地
位
、
性
質
を
決
定
す
る
原
因
の
一
宇
を
な
し

τ屑

る
が
、
毛
は
又
他
方
に
於
て
・
林
業

ω生
産
技
術
的
制
質
を
、
従
つ

τ叉
林
業
経
畿
の
形
態
、
様
式
を
制
約
す
る

-
』
じ
仁
ょ
っ

τ.
同
じ
〈
林
業
り
純
-M
制
上
の
地
位
、
性
質
を
決
定
す
る
原
図
的
他

ω
一
宇
を
な

Lτ
居
る
心
以
下

木
材
の
同
国
料
的
性
質
に
禁
の
根
底
を
有
す
る
林
業
必
生
斑
技
術
上
の
根
本
的
論
性
質
を
、
之
れ
が
姉
妹
産
業
た
る

説

第
ニ
十
四
巻

JL 

じ
回
五

品
開
披

苑

席
議
と
し
て
山
林
業
の
本
質
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九
有
機
的
過
相
Her-
そ

ω中
樋
ご
す
る
生
産
行
間
刊
に
あ
っ

τは
・
生
産
技
術
の
な
し
得
る
三
唱
}
ろ
は
、
生
産
附
始

の
際
又
は
其
的
途
上
に
於
け
る
生
産
諸
僚
件
の
謎
律
ピ
配
置
・
生
産
行
夜
中
に
於
け
る
諸
支
防
の
除
去
、
危
害
に

射
す
る
保
説
、
政
生
産
結
果
め
欧
州
町
仁
闘
す
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
要
す
る
に
、
有
機
的
生
産
行
叫
引
の
畿
動
正
進
行

正
を
順
調
且
つ
旺
嫌
な
ら

L
む
ゐ
補
助
的
行
矯
ピ
其

ω生
産
結
果
の
般
待
行
翁
ご
に
過
ぎ
な
レ
の
で
あ
る
。
而
し

て
以
上
越
べ
た
こ
じ
は
民
義
山
農
業
中

ω飽
τ
の
生
産
仁
通
じ
に
根
本
的
性
質
な
の
で
あ
る
が
、

A
T
之
れ
を
林
業

に
就

ν
て
見
る
ご
、
誌
の
科
皮
は
一
崎
大
で
あ
る
。

現
時
世
界

ω林
業
的
大
中
が
令
尚
北

(ω
城
を
脆

L
て
屈
な
い
ご
こ
ろ
的
純
採
取
的
林
業
に
あ
っ
て
は
、
立
(
の
生

産
行
程
は
益
-t、
か

ω慨
に
什

A
L
τ
照
る
自
然
物
ご

L
て
の
樹
木
を
採
取
す
る
に
止
弘
り
、
而

tτ
其

ω伐
採
跡

地
は
、
之
れ
を
他
山
り
件
下
斤
楽
に
叫
川
す

ι
り
で
な
け
れ
ば
版
ね
抽
ほ
し
て
再
び
自
然
的
カ
に
依
る
森
林
山
成
立
を

侠
つ
の
で
あ
り
、
克
に
、
育
成
的
林
業
に
於
℃
も
干
共

ω生
産
行
科
の
中
掘
を
な
す
ご
こ
ろ
の
樹
木
的
援
宵
生
長

池
耗
そ
仇
り
も
の
に
似
て
は
、
一
般
農
業
に
於
け
る
吉
岡
応
。
机
物
内
部
の
成
長
力
亡
、
之
れ
を
輔
〈
る
外
部
の
諸

自
然
力
三
の
協
力
作
用
に
依
存
す
る
の
唱
ハ
で

b
っ
て
、
入
力
の
則
る
ご
こ
ろ
一
品
、
生
産
の
附
始
に
於

τ、
か
期
る

中
極
的
生
成
行
税
を
併
常
せ
る
所

ω刷
木
を
、
か
の
諸
自
然
的
斗
一
岸
僚
件
郎
も
所
説
環
駐
中
に
通
常
に
配
信
す
る

行
鋳
ご
.
生
産
の
終
了
ご
共
仁
生
産
物
た
る
木
村
を
牧
穂
市
陣
分
す
る
行
錯
ぜ
に
止
ま
る
か
、
成
U
頁
仁
一
歩
を
進

め
て
、
生
産
地
税
の
進
行
中
仁
生
す
る
各
祁
的
危
害
仁
封
す
る
保
誰
、
各
日
刊
山
り
故
-
山
仰
の
除
去
即
ち
手
入
(
撫
育
)
を

な
す
に
過
ぎ
な
い
め
で
め
る
。
而
l
て
右

ω
内
、
保
叫
刊
行
錯
は
、
生
虫
陀
過
程
仁
劃
す
る
泊
料
的
関
山
一
で
あ
っ

τ.

品t

訓i

七
四
じ

い和

N
腕

直
接
杭
板
的
に
生
産
遇
税
に
影
響
士
山
山
ふ
る
も
的
で
無
い
か
ら
腕
(
州
、
ョ
、
所
前
手
入
作
業
に
付
い
て
考
へ
る
ご
、

凹

庄
草
止
し
E
の
林
業
の
本
質

串
一
十
附
註
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詑

弟
二
十
四
谷

~~l 

苑

産
業
と
し
て
の
林
業
山
本
質

七
剛
間
八

第
四
焼

是
れ
に
は
各
杭
の
故
防
士
除
去
す
る
作
胤
の
外
之
に
仲
ム
て
か
の
環
境
中
に
於
げ
る
各
例
掛
り
配
位
の
闘
係
を

整
ふ
る
倒
き
を
も
合
h

U

T

は
居
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、

hr
の
工
業
機
械
の
迩
制
問
中
に
於
け
る
故
時
的
除
去

ω如

〈
、
之
れ
を
怠
れ
は
ご
E
共
的
過
程
的
進
行
が
直
ち
に
中
断
さ
れ
る
己
云
ム
係
な
組
抑
的
必
要
り
む
の
で
は
無

く
、
叉
農
耕
に
於
り
る
除
草
の
慌
に
、
共
の
有
無
が
生
産
り
結
果
に
著
し
い
影
響
を
拠
で
し
か
も
航
物
自
慨
に

於
て
そ
の
故
障
を
除
去

L
得
な
レ
叫
ん
叫
な
類
の
も
り
で
も
純
一
〈
、
共
生
産
地
科
中
に
於

t
森
林
白
植
が
其
の
依
怖
を

排
除
し
去
る
場
合
が
多
〈
、
入
力
山
肌
(
る
ご
こ
ろ
は
、
緑
林
白
川
阻
り
此
倒
き
を
助
長
す
る
己
共
に
、
主
正

L
t各

仰
樹
相
互
並
に
其
り
濃
い
担
に
劃
す
る
配
m
d
凶
聞
係
L

官
接
ナ
セ
」
己
に
よ
っ
て
生
産
物
の
蛙
正
質
ピ
の
上
仁
努
影
響

を
及
さ
う
ご
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ー
ー
そ
の
影
響

ω度
合
に
就

τは
明
く
拍
〈
も
其
の
性
質
上
よ
り
レ
は
ャ
|

相
相
剖
的
加
古
皮
を
布
す
る
も
の
ご
云
は
3
る
を
符
な
い
。

第
二
に
、
林
業

ω主
産
物
た
る
木
材
が
野
生
制
柿

ω生
凶
物
「

5
0
0
T
」
と
は
、
共
の
生
産
が
「
自
然
」
に
依
頼
す

る
こ
己
の
極
的
工
大
な
る
-
』
ご
を
一
市

L
工
届
品
。
一
花
末
、
林
業
が
一
般
農
恭
正
等
[
〈
土
地
生
産
業
に
脱
し
て
居

品
関
係
上
.
林
地
は
農
地
ピ
等
し
〈
.
か
の
工
業
別
地

ω如
〈
単
に
茶
叫
産
業
的
益
側
的
恭
磁
ピ
し
て
の
倒
、
き
を

錯
す
ば
か
り
で
は
な
(
、
生
泣
に
必
一
安
な
諸
自
然
カ
的
資
動

ω基
泌
を
な

L
て
出
る
貼
仁
於

τは
機
械
的
生
産
仁
田

於
り
る
機
械
の
地
位
士
、
夏
に
共

ω沃
度
の
貼
仁
於
工
は
同
じ
〈
柿
助
原
料
仁
嘗
る
地
位
を
も
占
め
一
1
居
る
叫
林

地
が
右

ω一
様
に
、
訪
自
然
的
生
産
保
利
凶
存
在
及

υ畿
動
的
中
心
を
な

l
t居
る
聞
係
か

ιLτ
、
林
業
技
術
に

於

τは
、
従
来
か
ら
‘
立
地
印
丹

E品
O
E
t
一去
A

一
般
的
百
備
を
以

τ、
か
の
土
地
を
中
心
正
す
る
諸
自
然
的
生

)

)

)

 

産
保
件
を
綜
括
的
に
表
示

Lτ
居
品
。
従
っ
て
立
地
を
構
成
す
る
も
の
は
林
地
の
一
所
在
、
二
地
勢
、
三
気
候
、

(

(

(
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四
沃
度
的
問
を
以

τは
(
の
主
要
な
る
も
の
ご
す
る
。
(
術
自
然
力
J
-

し
て
泉
「
べ
き
も
の
に
は
、
陽
克
の
化
事
力

ご
大
白
地
内
諾
成
分
ご

ω
二
つ
が
あ
る
が
、
こ
の
嗣
者
は
到
る
蕗
、
充
分
且
つ
協
は
等
質
的
に
存
在

t
τ
居
る
か

ら
、
技
術
上

ω牛
産
過
程
じ

U
勿
論
快
〈
可
ら
グ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
終
消
上
の
見
地
か
ら
考
察
す
る
場
合
に

は
、
故
ら
に
考
慮
す
る
を
要
し
な
い
三
而
し
て
土
的
を
中
心
ご
せ
る
是
れ
等
の
荷
台
然
的
生
熊
依
件
は
.
一
般

農
業
に
於

τ色
、
概
ね
人
力
仁
よ
っ
て
之
れ
を
越
化
す
る
の
は
困
難
で
ゐ
つ

τ、
た
い
校
皮
の
勃
仁
於

τの
み
例

外
で
め
る
仁
渇
ぎ
す
、
従
っ
て
将
後
上
諸
柿
の
制
限
を
受
〈
る
も
り
で
め
る
が
、
林
業
に
於
て
は
此
関
係
は
真
仁

著
し
く
、
之
れ
を
綜
括
(
て
二
つ

ω方
向
に
於
て
そ
の
特
徴
を
示

L
て
居
る
。
即
ち
、
第
↑
に
、
林
業
は
一
般
農

業
4
b
も
玄
地
の
性
質
に
つ
い
て
要
求
す
る
ご
こ
ろ
は
少
な
い
。
剖
1
、
林
業
は
、
放
牧
農
業
的
如
き
を
除
く
り

外
は
、
一
般
農
業

ω
要
求
す
る
土
地
よ
b

も
一
府
選
く
峻
L
〈
且
つ
・
捜
せ
た
る
士
山
に
於
て
も
之
れ
を
行
ひ
得
ら

れ
且
つ
牧
支
相
償
ふ
が
、
之
れ
己
共
じ
共
の
反
而
に
於
工
、
第
二
仁
、
共
は
叉
、
立
地
的
先
天
的
性
質
に
一
泉
純
雪

る
、
こ
己
極
的

τ大
で
あ
る
U

勿
論
、
守
山
川
農
業
に
於

τも
五
日
人
々
制
的
力
に
よ
っ
て
共
的
生
康
保
件
を
改
良
し

得
る
の
は
上
述
し
た
る
如

f
主
ど
し
て
農
地
内
沃
度
開
係
に
限
ら
る
、

ω
で
ゐ
る
が
、
林
業
に
於
て
は
、
森
林
を

構
成
す
る
各
例
制
は
、
そ
山
根
h
f
』
泌
〈
地
中
に
下
し
、
養
分
を
吸
股

L
て
純
物
館
り
生
活
及
生
長
に
資
し
‘
其

ω

依
れ
る
部
分
は
落
某
に
よ
っ
て
上
部
地
府
に
来
的
、
そ
れ
は
又
一
応
に
分
解
す
b
れ
工
再
び
養
分
ご
な
る
り
で
ゐ
る

か
ら
、
た
正
ひ
木
材

ω牧
穫
に
よ
っ
て
林
地
4
b
取
b
去
ら
れ
る
養
分
か
・
一
般
農
業
に
於
け
る
特
に
施
肥
に
よ

。
て
補
充
さ
れ
宇
ご
も
、
務
長
が
地
上
に
残
存
す
る
限
り
は
.
規
則

E
L
V
林
業
に
よ
っ
ー
は
地
力

ω
澗
潟
正

ν

ム
こ
ご
は
起
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
制
木
自
ら
の
倣
き
に
よ
っ
て
沃
度
を
維
持
す
る
作
用

t
す
る
の
で
ゐ
る

詑

苑

舟
業
と
し
て
の
林
業
白

第
二
十
四
谷

弟
凹
腕

凹

二

H
L

f
E
1
 

Schw見pp九c1.乳 a.(). S. 7 当宇

-" 



説

苑

油
業
ι一
l
て
山
林
業
山
本
町

第
二
十
回
世

第
四
班

四
円

じ
瓦

O

そ
の
反
面
に
於
工
、
入
力
に
よ
っ
て
林
地
の
沃
度
を
改
良
す
る
-
て
乙
も
技
術
上
経
済
上
叫
理
由
よ
り

L
I
極

め

τ稀
れ
で
あ
る
。
印
ち
的
剛
に
於

τ
内
外
耕
↑
布
施
肥
J
}

い
ふ
段
な
ニ
ピ
は
殆
ど
起
h
得
な
い
の
で
ゐ
る
。
斯
践

に
、
林
業
は
一
般
農
業
よ
り
も
立
地
に
闘
l
I
求

U
る
こ
ご
が
少
な
い
w

か
ら
、
も
は
や
農
業

ω椛
替
で
き
な
い
慌

な
賦
抽
出
山
下
に
あ
っ
て
も
林
業
は
之
れ
骨
密
み
得
且
つ
牧
支
相
償
ふ
の
で
あ
る
。
林
業
が
如
何
じ
自
然
に
依
存
す

る
こ
ど
の
大
な
る
い
r
は
、
か
の
木
材

ω生
一
本
肌
過
粧
が
全
知
自
然
に
よ

h
て
鍔
土
れ
人
間
的
労
働
は
只
斯
く
自
然
的

生
産
し
た
る
生
産
物
を
採
収
す
る
に
止
ま
る
ご
こ
ろ
め
所
謂
採
収
的
林
業
が
古
へ
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
行
は

れ
・
所
指
育
成
的
林
業
は
之
れ
ご
挫
ん
で
幅
削
〈
逗
代
の
出
況
に
か
、
る
正
一
瓦
ふ
事
貨
を
見
て
も
解
L
得
る
の
で
あ

る
が
、
是
れ
皐
克
.
そ
の
産
業

ω生
庵
物
た
る
・
本
川
村
が
野
生
制
叩
仰
の
生
成
物
で
あ
る
乙
云
ム
岐
本
的
性
質
の
現
は

力支れ
に
外
な
ら
な
い

ωで
ゐ
る
。

第
三
に
、
林
本

ω主
産
物
た
る
木
材
炉
、
樹
木
の
主
要
Jd
州
分
印
ち
樹
慨
を
構
成
せ
る
事
貨
か
ら
は
林
業
生
産
投

術
上
に
一
二
つ
の
特
徴
を
生

T
3

そ
の
一
つ
は
、
林
決
り
生
産
期
聞
が
極
め
/
し
長
期
で
め
る
こ
ピ
ニ
れ
で
あ
る
c

殆
ど

H
I
の
締
傍
に
ゐ
つ

τ

は
、
生
席
物
り
完
成
に
は
ョ
数
日
若
〈
は
高
々
数
ヶ
月

ω期
間
企
要
L
・
に
い
最
も
困
難
な
且
つ
地
も
大
規
模
な

仕
事
仁
、
」
つ
て
の
み
多
年
を
要
す
る
も
の
で
め
る
の
に
反

L
、
叉
農
耕
が
規
則
正
し
〈
一
ヶ
年
U
聞
に
、
措
柿
L
牧

穫
す
る
の
に
反
し
、
休
業
に
ゐ
つ
ー
は
.
H
h
ω
生
産
地
殺
を
司
ど
る
も
の
は
共
的
生
育
仁
多
年
を
要
す
る
野
生
樹

析
で
ゐ
ウ

τ、
而
も
比
(
の
生
産
物
た
る
木
村
は
斯
か
る
川
川
本

ω主
製
部
分
十
占
む
る
も
の
な
の
ヤ
ゐ
る
か
ら
、
之

れ
が
生
産
期
間
、
即
ち
成
る
林
を
仕
立

τる
e

}

吉
正
之
れ
を
伐
採
す
る
こ
ピ
、
め
聞
に
は
、
必
然
、
多
〈
の
年
月

‘ Schw乳ppach，a. a. O. S. 7-8 持
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が
経
過
す
る
。
か
の
組
本
部
林
面
積
中
、
僅
少
の
部
会
を
占
む
る
枝
僚
林
、
媛
林
作
業
、
中
林
作
業
等
を
除
い

τは、

一
森
林
匝
域
的
も
林
分
が
伐
採
に
過
す
る
だ
け
に
成
熟
す
る
に
は
、
通
例
数
十
年
乃
至
百
数
十
年
を
要
す
る
叫
し

か
も
林
業
は
又
一
方
に
於
て
、
前
述
し
た
遇
b
、
共
の
生
産
過
程
の
性
質
が
有
機
的
で
あ
る
か
ら
、
北
(
の
生
産
過

程
の
進
行
の
速
度
は
、
殆
Y
一
会
(
、
先
天
的
且
つ
自
然
的
な
諸
生
産
保
件
の
制
約
す
る
ご
こ
ろ
で
ゐ
っ
て
‘
人
柏
崎

に
よ
っ

τ随
意
に
増
減
せ
し
む
る
こ
正
が
で
き
な
い
ヘ
た
ど
、
主
ご
し

τ手
入
作
業
就
中
間
伐
等
の
施
行
仁
J
っ

て
、
樹
木
の
生
長
ょ
に
或
る
桂
皮
の
襲
化
を
生
守
し
め
得
る
に
過
ぎ
な
い
γ

の
で
ゐ
る
。
従
っ
て
、
斯
様
に
生
産
に

長
年
月
を
要
す
る
ご
云
ム
事
質
は
.
林
業
生
産
に
於
け
る
決
定
的
な
二
特
徴
を
な
し

τ居
る
の
で
ゐ
品
。

そ
の
こ
は
、
林
業
の
生
岸
過
程
に
は
農
業
に
於
け
る
が
如

3
自
然
的
な
生
産
終
了
期
り
無
い
こ
己
で
あ
る
。

般
農
業
じ
ゐ
つ
て
は
、
牧
穫
期
は
概
ね
怖
物
生
理
上
決
定
さ
れ
て
居
る
が
、
林
業
に
あ
っ
て
は
、
一
一
幽
の
森
林
は

勿
論
、
各
佃
樹
に
付
い
て
も
何
等
自
然
的
な
成
熟
期
己
い
ふ
も
の
は
無
い
o

前
遇
政
十
年
乃
至
百
数
十
年
ご
い
ふ

生
産
期
間
も
、
決
し
て
自
然
的
成
熟
期
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も

ωで
は
無
〈
、
用
途
上
叉
は
経
済
上
伐
採
に
適

す
る
時
期
に
遣
し
た
ピ
一
式
ふ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
卸
も
、
生
産
終
了
期
は
全
〈
用
途
上
又
は
経
済
上
の
考
慮

*
ポ

に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
G

そ
の
三
は
、
生
産
に
要
す
る
面
積
の
大
な
る
こ
己
是
れ
で
あ
る
。
個
々
の
木
材
の
容
積
が
一
舵
農
産
物
の
そ
れ

に
比
し
て
著
し
〈
大
な
る
も
の
で
ゐ
る
こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も
無
い
が
、
か
様
な
木
材
が
、
北
(
の
生
涯
に
長
年
月
を

要
す
る
野
生
樹
種
の
樹
岨
胞
の
全
部
乃
至
某
の
幾
分
を
占
な
る
こ
ご
は
、
必
然
、
生
産
上
に
於
て
個
々
の
木
材
の
産

出
に
要
す
る
軍
位
嘗
両
論
の
大
な
る
こ
ご
を
要
し
、
而
も
産
業
正
し

τ
の
経
楼
上
、
一
定
時
期
に
於
て
生
産
物
の

誼

苑

産
業
と
し
て
白
林
業
白
本
質

第
三
十
四
番

七
五

四
五

第
四
都
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詑

苑

産
業
止
し
て
白
林
諜
白
本
質

第
二
十
四
谷

七
五

静
岡
観

一
回
大

相
蛍
量
を
生
産
す
る
を
要
す
る
か
ら
、
生
産
面
積
も
之
れ
に
比
例
し
て
お
の
づ
か
ら
慶
大
た
ら
F
る
佐
得
な
い
o

h

H

V

生
産
開
始
の
賞
初
に
あ
っ
て
は
、
所
説
密
捕
に
よ
っ
て
、
樹
木
一
本
賞
h
の
面
積
を
或
る
程
度
ま
で
は
小
に

す
る
を
得
る
が
、
生
産
池
山
慌
の
進
行
に
件
ひ
樹
木
は
上
長
生
長
ご
共
に
絶
え
す
肥
大
生
長
を
な
し
、
樹
日
晶
、
樹
根

の
蹟
が
・
り
も
亦
或
る
訓
何
度
ま
で
之
れ
に
協
ム
ニ
ピ
を
要
す
る
か
ら
、
嘗
初
密
値
さ
れ
た
る
樹
木
は
、
漸
次
其
の
密

度
に
堪
え
守
し
て
.
お
の
づ
か
ら
生
存
競
争
を
な
す
の
結
果
、
優
良
樹
の
み
残
存
し
、
弱
劣
木
は
、
自
然
に
枯
死

す
る
か
、
さ
も
な
〈
ば
人
銭
的
に
間
伐
除
去
せ
ら
れ
る
こ
ご
、
な

h
、
結
局
生
産
の
終
期
に
於
て
は
存
立
本
数
大

仁
減
じ
・
一
樹
嘗
h
而
疏
は
著
し
〈
大
ご
な
る
。
斯
〈
の
如
〈
‘
生
産
物
の
側
々
の
察
積
大
に
し

τ、
従
っ
て
之

れ
が
生
産
に
要
す
る
而
践
の
民
大
な
る
こ
正
、
之
れ
亦
林
業
技
術
上
の
一
特
徴
で
あ
る
。

玄

以
上
越
べ
来
っ
た
己
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
林
業
は
・
共
の
主
産
物
た
る
木
材
の
質
料
的
諮
性
質
に
照
聴
し

て
、
左
の
如
き
生
産
技
術
上
の
根
本
的
諸
性
質
を
具
へ
て
居
る
。
郎
ち
・

Ht(の
中
極
的
生
産
過
程
が
有
機
的
な

る
こ
正
、
斗
笑
の
生
産
諸
俊
件
に
付
て
殆
ど
全
く
「
自
然
」
に
依
頼
し
、
束
縛
さ
れ
て
居
る
こ
正
、
巴
其
の
生
産
に

長
年
月
を
劃
す
る
こ
ピ
、
同
其
の
生
産
に
自
然
的
の
終
期
な
き
こ
ピ
、
国
其
の
生
産
仁
大
面
積
を
要
す
る
こ
官
、

二
れ
で
ゐ
る
。
而
し
て
是
町
駅
林
業
の
根
本
的
諸
性
質
は
、
真
に
相
候
つ
で
・
林
業
服
審
に
湖
特
の
態
様
を
採
ら
し

め
、
北
山
の
産
業
正
し
て
の
経
済
上
の
地
位
、
性
質
を
決
定

τ
る
こ
正
、
な
る
の
で
あ
る
が
、
此
的
一
知
に
劃
す
る
考

察
は
、
舗
を
改
め
て
、
「
産
業
ご
し

τの
林
業
の
特
性
」
正

ν
ふ
題
目
の
下
仁
去
就
に
於

τ話
通
し
た
い
三
思
ム
。
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